「収入 及び 支出。 労銀、 利子、 企業 所得 …… 

「 一 家の 管理。 家風、 主婦の 心得、 勤勉と 節儉、 交際、 

趣味、 I 

たね子 はがつ かりして 本 を 投げ出し、 大きい 樅の 

きょうだい かみ ゆ 

鏡台の 前へ 髪 を 結いに 立って 行った。 が、 洋食の 食 

ベ かた だけ はどうしても 気に かかつ てなら なか つ た。 



その 次の 午後、 夫 はたね 子の 心配 を 見 かね、 わざ わ 

ぎんざ 

ざ 彼女 を 銀座の 裏の ある レスト オランへ つれて 行った。 

たね子 はテ エブルに 向かいながら、 まず そこに は 彼等 

以外に 誰も いないのに 安心した。 しかし この 店 もはや 



帝国 ホテルの 中へ はいるの は 勿論 彼女に は 始めて 

もんぷく 

だった。 たね子 は 紋服 を 着た 夫 を 前に 狭い 階段 を登リ 

おおやい し れんが ぶ き み 

ながら、 大谷石 や 煉瓦 を 用いた 内部に 何 か 無気味に 近 

いもの を 感じた。 のみならず 壁 を 伝わって 走る、 大き 

い 一 匹の 鼠 さえ 感じた。 感じた 9 —— それ は 実際 「感 

たもと 

じた」 だった。 彼女 は 夫の 抉 を 引き、 「あら、 あなた、 

鼠が」 と 言った。 が、 夫 はふり 返る と、 ちょっと 当惑 

らしい 表情 を 浮べ、 「どこに 9 気のせい だよ」 と 答 

えたば かりだった。 たね子 は 夫に こう 言われない 前に 

さ つ かく 

も 彼女の 錯覚に 気づいて いた。 しかし 気づいて いれば 

い る だけます ます 彼女の 神経に こだわらない 訣には 行 



かなかった。 

彼等 はテ エブルの 隅に 坐り、 ナイフ や フォォ クを動 

つの かく 

かし 出した。 たね子 は 角隠し を かけた 花嫁に も 時々 目 

そそ 

を 注いで いた。 が、 それよりも 気が かりだつ たの は 勿 

論 皿の 上の 料理だった。 彼女 は パン を 口へ 入れる のに 

からだじゅう ふる 

も 体 中の 神経の 震える の を 感じた。 まして ナイフ を 

とほ * つ 

落した 時には 途方に暮れるより ほかはなかった。 けれ 

ばんさん おもむ 

ども 晚餐は 幸いに も 徐 ろに 最後に 近づ いて 行った。 

たね子 は 皿の 上の サラド を 見た 時、 「サ ラド のつ いた 

ものの 出て 来た 時には 食事 もお しまいに な つたと 思 

え」 と 云う 夫の 言葉 を 思い出した。 しかし やっと ひと 



シャンパン さかずき 

息つ いたと 思う と、 今度 は 三鞭酒の 杯 を 挙げて 立ち 

上らなければ ならなかった。 それ はこの 晩餐の 中で も 

最も 苦しい 何分 かだった。 彼女 は 怯ず 怯ず 椅子 を 離れ、 

めはちぶん せぼね 

目八分に 杯 を さし 上げた まま、 い つか 背骨 さえ 震え出 

したの を 感じた。 

よこち よ-つ 

彼等 は ある 電車の 終点から 細い 横町 を 曲って 行つ 

た。 夫 はかなり 酔って いるら しかった。 たね子 は 夫の 

足 もとに 気をつけながら はしゃぎ 気味に 何かと 口 を 利 

いたりした。 そのうちに 彼等 は 電燈の 明るい 「食堂」 

の 前へ 通りかかった。 そこに は シャツ 一 枚の 男が 一 人 

「食堂」 の 女中と ふざけながら、 章魚 を 肴に 酒 を 飲ん 



でいた。 それ は 勿論 彼女の 目に はちら りと 見えた ばか 

ぶしょうひげ 

リ だった。 が、 彼女 はこの 男 を、 —— この 無精髭 を 伸 

ばした 男 を 軽蔑し ない 訣には 行かなかった。 同時に ま 

た 自然と 彼の 自由 を 羨 まない 訣 にも 行かな か つ た。 

この 「食堂」 を 通り越した 後 はじきに しもた 家ば かり 

になった。 従って あたり も 暗くな り はじめた。 たね子 

はこう 云う 夜の 中に 何 か 木の芽の 匂う の を 感じ、 い つ 

かしみ じみと 彼女の 生まれた 田舎の こと を 思い出して 

ふどうさん 

いた。 五十 円の 債券 を 二三 枚 買って 「これで も 不動産 

(！) が 殖えた の だからね」 などと 得意に なって いた 母 

親の こと も。 …… 



「そんな こと くらいでも 発狂す る もの かな ご 

「そり やする わ。 すると 思った わ。 あた しもゆう ベ は 

怖い 夢を見た。 …… 」 

ことし 

「どんな 夢 を 9 この タイ はもう 今年ぎ り だね。」 

「何 か大 へんな 間違い をして ね、 —— 何 をした の だか 

わからな いのよ。 何か大 へんな 間違い をして 汽車の 線 

路へ とびこんだ 夢な の。 そこへ 汽車が 来た もの だから、 

—— 」 

「鑠 かれた と 思ったら、 目を醒 ましたの だろう ご 

うわぎ なかおれぼう 

夫 はもう 上衣 を ひっかけ、 春の 中折帽 を かぶって い 

た。 が、 まだ 鏡に 向った まま、 タイの 結び かた を 気に 



ずに じ つ と 番茶ば かり 眺めて いた。 

(昭和 一 一年 三月 一 一十 八日) 
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